
─ ①B2 ─

第１問～第４問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

第１問 （選択問題） （配点 16）

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 4問～第 7問は，いずれか 3問を選択し，解答しなさい。

第 4問 （選択問題）（配点 16）

（1） 次の問題 1について考えよう。

問題 1 Sn =
n�

k=1

(n− k)，Tn =
n�

j=1

⎛
⎝

n�
k=j

k

⎞
⎠とする。Sn，Tnを求めよ。

（i） Snを求めよう。Snを記号
�
を用いないで表すと

Sn = (n − 1) + (n − 2) + ··· + 2 + 1 + 0

であるから

Sn =
1

ア
× イ

である。

（数学 II，数学 B，数学 C 第 4 問は次ページに続く。）

— 1© 22 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第１問は次ページに続く。）
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─ ①B3 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 4問～第 7問は，いずれか 3問を選択し，解答しなさい。

第 4問 （選択問題）（配点 16）

（1） 次の問題 1について考えよう。

問題 1 Sn =
n�

k=1

(n− k)，Tn =
n�

j=1

⎛
⎝

n�
k=j

k

⎞
⎠とする。Sn，Tnを求めよ。

（i） Snを求めよう。Snを記号
�
を用いないで表すと

Sn = (n − 1) + (n − 2) + ··· + 2 + 1 + 0

であるから

Sn =
1

ア
× イ

である。

（数学 II，数学 B，数学 C 第 4 問は次ページに続く。）

— 1© 22 —

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

（ii） Tnを求めよう。Tnを記号
∑
を用いないで表すと

Tn =
n∑

j=1

{j + (j + 1) + ··· + (n − 1) + n}

= 1 + 2 + 3 + ··· + (n − 1) + n

+ 2 + 3 + ··· + (n − 1) + n

+ 3 + ··· + (n − 1) + n

...

+ (n − 1) + n

+ n

であるから

Tn =
1

ウ
× エ

である。

イ ， エ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

(n − 1)n n(n + 1)

(n + 1)(n + 2) (n − 1)n(n + 1)

n(n + 1)(n + 2) (n + 1)(n + 2)(n + 3)

(n − 1)n(2n − 1) n(n + 1)(2n + 1)

(n + 1)(n + 2)(2n + 3)

（数学 II，数学 B，数学 C 第 4 問は次ページに続く。）

— 1© 23 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第１問は次ページに続く。）sam
ple



─ ①B4 ─

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

（2） 次の問題 2について考えよう。

問題 2 a1 = 1，an+1 = 2an + 4n（n = 1，2，3，···） ······ 1�
で定められた数列の一般項を求めよ。

（i） 太郎さんと花子さんは問題 2に取り組んでいる。

太郎：bn =
an

2n とおいてみたらどうかな。

花子：そうすると，数列 {bn}の階差数列の一般項がわかるね。

bn =
an

2n （n = 1，2，3，···）とおくと

b1 =
オ

カ

であり， 1�は

bn+1 − bn = キ

となる。

よって，n � 2のとき

bn = ク − 1

ケ

である。

キ ， ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

2n−1 2n 2n+1

4n−1 4n 4n+1

（数学 II，数学 B，数学 C 第 4 問は次ページに続く。）

— 1© 24 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第１問は次ページに続く。）
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─ ①B5 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

（2） 次の問題 2について考えよう。

問題 2 a1 = 1，an+1 = 2an + 4n（n = 1，2，3，···） ······ 1�
で定められた数列の一般項を求めよ。

（i） 太郎さんと花子さんは問題 2に取り組んでいる。

太郎：bn =
an

2n とおいてみたらどうかな。

花子：そうすると，数列 {bn}の階差数列の一般項がわかるね。

bn =
an

2n （n = 1，2，3，···）とおくと

b1 =
オ

カ

であり， 1�は

bn+1 − bn = キ

となる。

よって，n � 2のとき

bn = ク − 1

ケ

である。

キ ， ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

2n−1 2n 2n+1

4n−1 4n 4n+1

（数学 II，数学 B，数学 C 第 4 問は次ページに続く。）

— 1© 24 —

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

（ii） 二人は問題 2について引き続き話をしている。

太郎：他に方法はないかな。

花子：cn = an + p · 4n とおいて，数列 {cn}が等比数列となるような
定数 pの値を求めれば良いと思うよ。

pを定数とし，cn = an + p · 4n（n = 1，2，3，···）とおくと

p =
コサ

シ

のとき，数列 {cn}は初項 スセ ，公比 ソ の等比数列となる。

（iii）数列 {an}の一般項は

an =
1

タ
×

(
チ

)

である。

チ の解答群

4n−1 − 2n−1 4n − 2n 4n+1 − 2n+1

4n−1 + 2n−1 4n + 2n 4n+1 + 2n+1

— 1© 25 —

sam
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─ ①B6 ─

第１問～第４問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 4問～第 7問は，いずれか 3問を選択し，解答しなさい。

第 5問 （選択問題）（配点 16）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて 31ページの正規分布表を用

いてもよい。

工場 A で生産されるお菓子全体を母集団とし，この母集団におけるお菓子

1個の重さ（単位は g）を表す確率変数をX とする。X は平均m，標準偏差 σの正

規分布N(m，σ2)に従っているとする。

（1） m = 35，σ = 4.8とする。

（i） 工場Aで生産されるお菓子 1個あたりの重さが 41 g以上になる確率を求

めてみよう。

確率変数 Z を Z =
X − m

σ
とすると，Z は標準正規分布 N(0，1)に従

うので

P (X � 41) = P

(
Z � ア

.
イウ

)

= エ

である。

エ については，最も適当なものを，次の ～ のうちから一つ選べ。

0.1056 0.1112 0.3888 0.3944

（数学 II，数学 B，数学 C 第 5 問は次ページに続く。）

— 1© 26 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。）

第２問 （選択問題） （配点 16）

11

sam
ple



─ ①B7 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

（ii） 工場 Aでは，生産されたお菓子を無作為に 9個選び，箱に詰めて商品と

している。箱 1個の重さは 10 gである。

このとき，商品 1個あたりの重さを表す確率変数を Y とすると

Y の平均は オカキ . ク

Y の標準偏差は ケコ . サ

である。

（数学 II，数学 B，数学 C 第 5 問は次ページに続く。）

— 1© 27 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。）
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─ ①B8 ─

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

（2） mの値がわかっていないものとする。

（i） 母平均mの値を推定してみよう。

工場 Aで生産されるお菓子を無作為に 100個選び，重さを量ってみたと

ころ，標本平均X は 38であった。ただし，σ = 4.8とする。このとき，m

に対する信頼度 95％の信頼区間は シ である。

シ については，最も適当なものを，次の ～ のうちから一つ選べ。

36.97 � m � 39.03 37.00 � m � 39.00

37.03 � m � 38.97 37.06 � m � 38.94

37.09 � m � 38.91 37.12 � m � 38.88

（ii） 工場 Bでも同じお菓子を作っている。工場 Bで生産されるお菓子 1個の

重さの母平均は 37，母標準偏差は 4.8である。このとき，工場 Aで生産さ

れるお菓子 1個の重さの母平均mは，工場 Bの平均と異なるかどうかを，

（i）のデータをもとに，有意水準 5％で仮説検定してみよう。

そのため，帰無仮説を「 ス 」とし，対立仮説を「 セ 」とする。

帰無仮説が正しいとすると，標本平均 X は平均 ソ ，標準偏差

タ の正規分布に従うので，確率変数 U を

U =
X − ソ

タ

とおくと，U は標準正規分布N(0，1)に従う。

正規分布表より

P

(
|U | � チ

)
� 0.95

であるから，有意水準 5％の棄却域は |U | > チ である。

X の値が 38であるとき，U の値は ツ . テト であるから，帰

無仮説は ナ 。よって，工場Aで生産されるお菓子 1個の重さの母平

均は，工場 Bの平均と ニ 。

（数学 II，数学 B，数学 C 第 5 問は次ページに続く。）

— 1© 28 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。）
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─ ①B9 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

ス ， セ の解答群

mは 37である mは 38である

mは 37ではない mは 38ではない

ソ ， タ の解答群

0.048 0.48 4.8

48 37 38

チ の解答群

1.64 1.96 2.33 2.58

ナ の解答群

棄却される 棄却されない

ニ の解答群

異なるといえる 異なるとはいえない

（数学 II，数学 B，数学 C 第 5 問は 31 ページに続く。）

— 1© 29 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は11ページに続く。）sam
ple



─ ①B11 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

　次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の

灰色部分の面積の値をまとめたものである。

— 1© 31 —
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─ ①B12 ─

第１問～第４問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 4問～第 7問は，いずれか 3問を選択し，解答しなさい。

第 6問 （選択問題）（配点 16）

（1） 1辺の長さが kの正四面体 ABCDがあり，辺 ABの中点をM，辺 CDの中

点を Nとする。

−→
AB · −→AC =

−→
AC · −→AD =

−→
AD · −→AB =

k2

ア

であり

−→
AB · −→CD =

−−→
MN · −→AB =

−−→
MN · −→CD = イ

|−−→MN| =

√
ウ

エ
k

である。

（数学 II，数学 B，数学 C 第 6 問は 34 ページに続く。）

— 1© 32 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は14ページに続く。）

第３問 （選択問題） （配点 16）

sam
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─ ①B14 ─

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

（2） Oを原点とする座標空間に 3点 E(0，0，6)，P(−1，2，−1)，Q(1，1，1)が

ある。直線 OPを �，点 Eを通り直線 OQと平行な直線をmとし，
−→
OP =

−→
p，

−→
OQ =

−→
q とおく。

−→
p · −→q = 0であるから，直線 �上に 2点 A，Bをとり，直線

m上に 2点 C，Dをとって，4点 A，B，C，Dが正四面体の 4頂点をなすよ

うにする。

まず，辺 ABの中点M，辺 CDの中点 Nについて考えよう。

点Mが �上，点 Nがm上にあることから，
−−→
OM，

−→
ONは実数 s，tを用いて

−−→
OM = s

−→
p，

−→
ON =

−→
OE + t

−→
q

と表される。このとき，
−−→
MN · −→p =

−−→
MN · −→q = オ であるから

s = カキ ， t = クケ

である。よって，2点M，Nの座標は

M
(

コ ， サシ ， ス

)
，

N
(

セソ ， タチ ， ツ

)

である。

（数学 II，数学 B，数学 C 第 6 問は次ページに続く。）

— 1© 34 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）
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─ ①B15 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

次に，2点A，Cについて考えよう。ただし，点Aの z座標は点 Bの z座標

より大きく，点 Cの z座標は点 Dの z座標より大きいとする。

|−−→MN| = テ

√
ト であるから，正四面体ABCDの 1辺の長さは，

（1）を利用すると ナ である。よって，
|−−→AM|
|−→p |

=

√
ニ

ヌ
であるから

−→
OA = −

ネ +

√
ノ

ハ

−→
p

である。同様にして

−→
OC =

−→
ON +

√
3
−→
q

である。

— 1© 35 —
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─ ①B16 ─

第１問～第４問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 4問～第 7問は，いずれか 3問を選択し，解答しなさい。

第 7問 （選択問題）（配点 16）

〔 1〕 双曲線がもつ性質に次のようなものがある。

性質
双曲線上の点を通る漸近線に平行な 2本の直線と 2本の漸近線で囲ま

れる平行四辺形の面積は，点の位置によらず一定となる。

このことを確かめてみよう。

双曲線の方程式を
x2

a2 − y2

b2 = 1（a > 0，b > 0）とする。漸近線を

�1 : y =
b

a
x，�2 : y = − b

a
xとし，双曲線上の点を P(p，q)とする。

Pを通り �1 に平行な直線と �2 との交点の座標は ア であり，Pを通

り �2に平行な直線と �1との交点の座標は イ である。

したがって，これら 4本の直線で囲まれる平行四辺形の面積は ウ で

表される。Pが双曲線上の点であることに注目すると， ウ = エ

となるから，Pの位置によらず面積は一定である。

（数学 II，数学 B，数学 C 第 7 問は次ページに続く。）

— 1© 36 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）

第４問 （選択問題） （配点 16）
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─ ①B17 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

ア ， イ の解答群

(
bp + aq

2b
，

bp + aq

2a

) (
bp + aq

2b
，

bp − aq

2a

)

(
bp + aq

2b
，

aq − bp

2a

) (
bp + aq

2b
，− bq + ap

2a

)

(
bp − aq

2b
，

bp − aq

2a

) (
bp − aq

2b
，

aq − bp

2a

)

ウ の解答群

a2q2 − b2p2

2ab

a2q2 − b2p2

ab

b2p2 − a2q2

2ab

b2p2 − a2q2

ab

エ の解答群

ab 2ab
ab

2
1
ab

2
ab

1
2ab

（数学 II，数学 B，数学 C 第 7 問は次ページに続く。）

— 1© 37 —

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）
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─ ①B18 ─

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

〔 2〕 z =
√

3 + i（iは虚数単位）とする。

（1） zを極形式で表すと

z = オ

⎛
⎜⎝cos

π

カ
+ i sin

π

カ

⎞
⎟⎠

である。

（2） w =
z

オ
とおくと，w11の実部は キ ，虚部は ク で

ある。

キ ， ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

1
1
2

√
2

2

√
3

2

−1 − 1
2

−
√

2
2

−
√

3
2

（数学 II，数学 B，数学 C 第 7 問は次ページに続く。）
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（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）
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─ ①B19 ─

第１回B 数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

vmiib-main : 2025/5/26(16:27)

第 1回 数学 II，数学 B，数学C

（3） n を自然数とする。複素数平面上で，複素数 zn を表す点を Pn とし，
(
z
)n
を表す点をQnとする。また，1を表す点を Aとする。ただし，zは

zと共役な複素数である。

点 Pnが虚軸上にあるような最小の nは

n = ケ

であり，このとき線分 PnQnの長さは

PnQn = コサ

である。また，7本の線分

AP1， P1P2， P2P3， AQ1， Q1Q2， Q2Q3， P3Q3

で囲まれる図形の面積は シス である。

— 1© 39 —
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� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。

⑵ a

=1，

a
=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1

=2



−

1

2

( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a

2

 =2



−

1

2

a=2





1

2

⋅2


−

1

2


=

1

2

4


−2


 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2



a=
1

2

4


−2




となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから
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〔 2 〕 C と 軸の交点の 座標は



−−6=0

+2 −3=0

∴ =−2，3

である。また，C と ℓ の交点の 座標は



−−6=4



−5−6=0

+1 −6=0

∴ =−1，6

である。

図 1

x

y C

O 63
－1

－2

Dは，軸および，その下側の部分，

Eは，直線 =4および，その下側の部分，

F は，放物線 C および，その上側の部分

を表す。図 1 の灰色部分の領域(境界を含む)は「D と

Eの和集合」と F の共通部分であるから

D∪E∩F ( )

である。また，図 1の灰色部分の面積は






−

−−6d+




4−

−−6d

=




−

++6d+




−

+5+6d

=



−

1

3



+

1

2



+6





+



−

1

3



+

5

2



+6





=−



8

3

+2−12



+−72+90+36

=

184

3

である。

(注)

O x

y

6
－1

－2
A

B24
C

A−2，0，B6，24とおく。

図 1 の灰色部分の領域(境界を含む)の面積は，「C と

直線 AB で囲まれた図形の面積」から △OAB の面積

を引いたものである。

直線AB：=f  とおくと

f −

−−6=−+2 −6

であり





−α −βd=−

1

6

β−α


を用いると，求める面積は






−+2 −6d−
1

2

⋅2⋅24

=

1

6

6−−2 



−24

=

184

3

とすることもできる。

第 4問 (数学 B 数列） 【難易度…★★】

⑴� S を記号 ∑を用いないで表すと

S=n−1+n−2+⋯+2+1+0

=0+1+2+⋯+n−2+n−1

である。これは初項 0，末項 n−1，項数 n の等差

数列の和であるから

S=
1

2

n 0+n−1=

1

2

n−1n ( )

である。
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� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。

⑵ a

=1，

a
=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1

=2



−

1

2

( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a

2

 =2



−

1

2

a=2





1

2

⋅2


−

1

2


=

1

2

4


−2


 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2



a=
1

2

4


−2




となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから
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� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。

⑵ a

=1，

a
=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1

=2



−

1

2

( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a

2

 =2



−

1

2

a=2





1

2

⋅2


−

1

2


=

1

2

4


−2


 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2



a=
1

2

4


−2




となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから

─数 IIBC① 8─

26共通テストパックV_数学IIBC_第1回解説 v4.0.smd  Page 5 25/05/26 10:46  v4.00

� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。

⑵ a

=1，

a
=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1
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である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a
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=
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 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2
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a=
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
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
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となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから
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



 j+ j+1+⋯+n−1+n
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並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから
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n=1，2，3，⋯ ……①
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b
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=
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
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となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−
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c

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−
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2
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
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� 数列 aの一般項は，�の結果より
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⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8
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に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より
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=
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=
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であり，①の両辺を 2


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で割ると
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2
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=
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 +
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より
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−b=2
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である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると
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となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−
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2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より
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第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから

─数 IIBC① 8─

26共通テストパックV_数学IIBC_第1回解説 v4.0.smd  Page 5 25/05/26 10:46  v4.00

� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。
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=1，
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n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
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 とおくと

b

=
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

2



=
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であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると
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2
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=
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2

 +
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

より

b
−b=2
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である。よって，n≧2のとき

b=b

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



2



=

1
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+

2



−1

2−1

=2



−

1
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( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より
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である。
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ら
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2
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第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より
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=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1

=2



−

1

2

( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a

2

 =2



−

1

2

a=2





1

2

⋅2


−

1

2


=

1

2

4


−2


 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2



a=
1

2

4


−2




となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから
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� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。

⑵ a

=1，

a
=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1

=2



−

1

2

( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a

2

 =2



−

1

2

a=2





1

2

⋅2


−

1

2


=

1

2

4


−2


 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2



a=
1

2

4


−2




となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから
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� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。

⑵ a

=1，

a
=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1

=2



−

1

2

( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a

2

 =2



−

1

2

a=2





1

2

⋅2


−

1

2


=

1

2

4


−2


 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2



a=
1

2

4


−2




となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから
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P X≧41=0.5−0.3944

=0.1056 ( )

� 無作為に選ばれた 9個のお菓子の重さを表す確率

変数を X

，X


，…，X


とすると，X


，X


，…，

X

は独立であるから，平均と分散について

平均 E X

=E X


=…=E X


=35

分散 V X

=V X


=…=V X


=4.8



=23.04

が成り立つ。このとき

Y=X

+X


+…+X


+10

であるから，Y の平均は

E Y =E X

+E X


+…+E X


+10

=35⋅9+10

=325.0

Y の分散は

V Y =V Y

+V Y


+…+V Y




=4.8



⋅9=207.36

Y の標準偏差は

σ Y = 4.8


⋅9=4.8⋅3=14.4

⑵� 無作為に選ばれたお菓子 100個の重さの標本平均

X は 38 であり，母標準偏差 σ は 4.8 であるから，

母平均mに対する信頼度 95％の信頼区間は

38−1.96⋅

4.8

 100

≦m≦38+1.96⋅

4.8

 100

38−0.9408≦m≦38+0.9408

37.0592≦m≦38.9408

よって

37.06≦m≦38.94 ( )

� 帰無仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1 個の

重さの母平均 m は，工場 B の平均と同じである」

すなわち

｢mは 37である」( )

とし，対立仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1

個の重さの母平均 m は，工場 B の平均と異なる」

すなわち

｢mは 37ではない」( )

とする。

帰無仮説が正しいとすると，標本平均 X は

平均 37，標準偏差
4.8

 100

=0.48 ( ， )

の正規分布に従うので，確率変数 U を

U=

X−37

0.48

とおくと，U は標準正規分布 N 0，1に従う。

正規分布表より

P U ≦1.96≒2⋅0.4750=0.95 ( )

であるから，有意水準 5％の棄却域は U >1.96 で

ある。

X=38のとき

U=

38−37

0.48

=

1

0.48

≒2.08

であり，U≒2.08 は棄却域に入るから，帰無仮説は

棄却される。( )

よって，工場 A で生産されるお菓子 1 個の重さの

母平均は，工場 Bの平均と異なるといえる。( )

第 6問 (数学 C ベクトル) 【難易度…★★】

⑴ A

B

D

C

M

N

AB



=b


，AC



=c


，AD



=d


とおく。四面体 ABCD は

1辺の長さが kの正四面体より


b



=


c



=


d



=k

であり

AB



⋅AC



=


b



c



cos∠BAC

=k⋅k⋅cos60°

=

k

2

である。同様にすると

AC



⋅AD



=


c



d



cos∠CAD=

k

2

AD



⋅AB



=


d



b



cos∠BAD=

k

2

である。また，点 M，N はそれぞれ辺 AB，CD の中

点であるから

AM



=

b


2

，AN



=

c


+d


2

と表せる。
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� �と同じく，T を記号 ∑を用いないで表すと

T=∑





 j+ j+1+⋯+n−1+n

=1+2+3+⋯+n−1+n

+2+3+⋯+n−1+n

+3+⋯+n−1+n

⫶

+n−1+n

+n

である。

並んだ数を縦にみると，1 が 1 個，2 が 2 個，3 が

3 個，⋯，n が n 個あり，それぞれの和は 1



，2



，

3



，⋯，n となるから

T=1



+2



+3



+⋯+n

=∑





i

=

1

6

n n+1 2n+1 ( )

である。

(注) 直接計算すると

T=∑







∑





k


=∑




n− j+1  j+n

2

=

1

2

∑





− j + j+n n+1

=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

+n n+1⋅n


=

1

2


−

n n+1 2n+1

6

+

n n+1

2

1+2n


=

1

6

n n+1 2n+1

である。

⑵ a

=1，

a
=2a+4


n=1，2，3，⋯ ……①

� b=
a

2

 とおくと

b

=

a


2



=

1

2

であり，①の両辺を 2



=2⋅2


で割ると

a

2



=

a

2

 +
1

2

⋅2



より

b
−b=2

 ( )

である。よって，n≧2のとき

b=b

+∑





2



=

1

2

+

2



−1

2−1

=2



−

1

2

( )

である。これは n=1のときも成り立つ。

� pを定数とし，c=a+p⋅4 とおくと

a=c−p⋅4

であり，①に代入すると

c
−p⋅4

=2c−p⋅4
+4



c
=2c+2p+14



となる。よって

2p+1=0，すなわち p=−

1

2

のとき，c
=2c となり，数列 c は初項

c

=a


−

1

2

⋅4



=−1，公比 2の等比数列となる。

� 数列 aの一般項は，�の結果より

a

2

 =2



−

1

2

a=2





1

2

⋅2


−

1

2


=

1

2

4


−2


 ( )

である。

(注) �の結果を用いるならば，c=−1⋅2

 であるか

ら

a−
1

2

⋅4


=−1⋅2



a=
1

2

4


−2




となる。

第 5問 (数学 B 統計的な推測) 【難易度…★★】

⑴� 確率変数 X が正規分布 N 35，4.8



に従うとき，

確率変数 Z を

Z=
X−35

4.8

とおくと，Z は標準正規分布 N 0，1に従う。

X≧41のとき

Z≧
41−35

4.8

=

6

4.8

=1.25

であるから

P X≧41=P Z≧1.25

=0.5−P 0≦Z≦1.25

正規分布表より

P 0≦Z≦1.25=0.3944

であるから
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P X≧41=0.5−0.3944

=0.1056 ( )

� 無作為に選ばれた 9個のお菓子の重さを表す確率

変数を X

，X


，…，X


とすると，X


，X


，…，

X

は独立であるから，平均と分散について

平均 E X

=E X


=…=E X


=35

分散 V X

=V X


=…=V X


=4.8



=23.04

が成り立つ。このとき

Y=X

+X


+…+X


+10

であるから，Y の平均は

E Y =E X

+E X


+…+E X


+10

=35⋅9+10

=325.0

Y の分散は

V Y =V Y

+V Y


+…+V Y




=4.8



⋅9=207.36

Y の標準偏差は

σ Y = 4.8


⋅9=4.8⋅3=14.4

⑵� 無作為に選ばれたお菓子 100個の重さの標本平均

X は 38 であり，母標準偏差 σ は 4.8 であるから，

母平均mに対する信頼度 95％の信頼区間は

38−1.96⋅

4.8

 100

≦m≦38+1.96⋅

4.8

 100

38−0.9408≦m≦38+0.9408

37.0592≦m≦38.9408

よって

37.06≦m≦38.94 ( )

� 帰無仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1 個の

重さの母平均 m は，工場 B の平均と同じである」

すなわち

｢mは 37である」( )

とし，対立仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1

個の重さの母平均 m は，工場 B の平均と異なる」

すなわち

｢mは 37ではない」( )

とする。

帰無仮説が正しいとすると，標本平均 X は

平均 37，標準偏差
4.8

 100

=0.48 ( ， )

の正規分布に従うので，確率変数 U を

U=

X−37

0.48

とおくと，U は標準正規分布 N 0，1に従う。

正規分布表より

P U ≦1.96≒2⋅0.4750=0.95 ( )

であるから，有意水準 5％の棄却域は U >1.96 で

ある。

X=38のとき

U=

38−37

0.48

=

1

0.48

≒2.08

であり，U≒2.08 は棄却域に入るから，帰無仮説は

棄却される。( )

よって，工場 A で生産されるお菓子 1 個の重さの

母平均は，工場 Bの平均と異なるといえる。( )

第 6問 (数学 C ベクトル) 【難易度…★★】

⑴ A

B

D

C

M

N

AB



=b


，AC



=c


，AD



=d


とおく。四面体 ABCD は

1辺の長さが kの正四面体より


b



=


c



=


d



=k

であり

AB



⋅AC



=


b



c



cos∠BAC

=k⋅k⋅cos60°

=

k

2

である。同様にすると

AC



⋅AD



=


c



d



cos∠CAD=

k

2

AD



⋅AB



=


d



b



cos∠BAD=

k

2

である。また，点 M，N はそれぞれ辺 AB，CD の中

点であるから

AM



=

b


2

，AN



=

c


+d


2

と表せる。
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P X≧41=0.5−0.3944

=0.1056 ( )

� 無作為に選ばれた 9個のお菓子の重さを表す確率

変数を X

，X


，…，X


とすると，X


，X


，…，

X

は独立であるから，平均と分散について

平均 E X

=E X


=…=E X


=35

分散 V X

=V X


=…=V X


=4.8



=23.04

が成り立つ。このとき

Y=X

+X


+…+X


+10

であるから，Y の平均は

E Y =E X

+E X


+…+E X


+10

=35⋅9+10

=325.0

Y の分散は

V Y =V Y

+V Y


+…+V Y




=4.8



⋅9=207.36

Y の標準偏差は

σ Y = 4.8


⋅9=4.8⋅3=14.4

⑵� 無作為に選ばれたお菓子 100個の重さの標本平均

X は 38 であり，母標準偏差 σ は 4.8 であるから，

母平均mに対する信頼度 95％の信頼区間は

38−1.96⋅

4.8

 100

≦m≦38+1.96⋅

4.8

 100

38−0.9408≦m≦38+0.9408

37.0592≦m≦38.9408

よって

37.06≦m≦38.94 ( )

� 帰無仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1 個の

重さの母平均 m は，工場 B の平均と同じである」

すなわち

｢mは 37である」( )

とし，対立仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1

個の重さの母平均 m は，工場 B の平均と異なる」

すなわち

｢mは 37ではない」( )

とする。

帰無仮説が正しいとすると，標本平均 X は

平均 37，標準偏差
4.8

 100

=0.48 ( ， )

の正規分布に従うので，確率変数 U を

U=

X−37

0.48

とおくと，U は標準正規分布 N 0，1に従う。

正規分布表より

P U ≦1.96≒2⋅0.4750=0.95 ( )

であるから，有意水準 5％の棄却域は U >1.96 で

ある。

X=38のとき

U=

38−37

0.48

=

1

0.48

≒2.08

であり，U≒2.08 は棄却域に入るから，帰無仮説は

棄却される。( )

よって，工場 A で生産されるお菓子 1 個の重さの

母平均は，工場 Bの平均と異なるといえる。( )

第 6問 (数学 C ベクトル) 【難易度…★★】

⑴ A

B

D

C

M

N

AB



=b


，AC



=c


，AD



=d


とおく。四面体 ABCD は

1辺の長さが kの正四面体より


b



=


c



=


d



=k

であり

AB



⋅AC



=


b



c



cos∠BAC

=k⋅k⋅cos60°

=

k

2

である。同様にすると

AC



⋅AD



=


c



d



cos∠CAD=

k

2

AD



⋅AB



=


d



b



cos∠BAD=

k

2

である。また，点 M，N はそれぞれ辺 AB，CD の中

点であるから

AM



=

b


2

，AN



=

c


+d


2

と表せる。
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P X≧41=0.5−0.3944

=0.1056 ( )

� 無作為に選ばれた 9個のお菓子の重さを表す確率

変数を X

，X


，…，X


とすると，X


，X


，…，

X

は独立であるから，平均と分散について

平均 E X

=E X


=…=E X


=35

分散 V X

=V X


=…=V X


=4.8



=23.04

が成り立つ。このとき

Y=X

+X


+…+X


+10

であるから，Y の平均は

E Y =E X

+E X


+…+E X


+10

=35⋅9+10

=325.0

Y の分散は

V Y =V Y

+V Y


+…+V Y




=4.8



⋅9=207.36

Y の標準偏差は

σ Y = 4.8


⋅9=4.8⋅3=14.4

⑵� 無作為に選ばれたお菓子 100個の重さの標本平均

X は 38 であり，母標準偏差 σ は 4.8 であるから，

母平均mに対する信頼度 95％の信頼区間は

38−1.96⋅

4.8

 100

≦m≦38+1.96⋅

4.8

 100

38−0.9408≦m≦38+0.9408

37.0592≦m≦38.9408

よって

37.06≦m≦38.94 ( )

� 帰無仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1 個の

重さの母平均 m は，工場 B の平均と同じである」

すなわち

｢mは 37である」( )

とし，対立仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1

個の重さの母平均 m は，工場 B の平均と異なる」

すなわち

｢mは 37ではない」( )

とする。

帰無仮説が正しいとすると，標本平均 X は

平均 37，標準偏差
4.8

 100

=0.48 ( ， )

の正規分布に従うので，確率変数 U を

U=

X−37

0.48

とおくと，U は標準正規分布 N 0，1に従う。

正規分布表より

P U ≦1.96≒2⋅0.4750=0.95 ( )

であるから，有意水準 5％の棄却域は U >1.96 で

ある。

X=38のとき

U=

38−37

0.48

=

1

0.48

≒2.08

であり，U≒2.08 は棄却域に入るから，帰無仮説は

棄却される。( )

よって，工場 A で生産されるお菓子 1 個の重さの

母平均は，工場 Bの平均と異なるといえる。( )

第 6問 (数学 C ベクトル) 【難易度…★★】

⑴ A

B

D

C

M

N

AB



=b


，AC



=c


，AD



=d


とおく。四面体 ABCD は

1辺の長さが kの正四面体より


b



=


c



=


d



=k

であり

AB



⋅AC



=


b



c



cos∠BAC

=k⋅k⋅cos60°

=

k

2

である。同様にすると

AC



⋅AD



=


c



d



cos∠CAD=

k

2

AD



⋅AB



=


d



b



cos∠BAD=

k

2

である。また，点 M，N はそれぞれ辺 AB，CD の中

点であるから

AM



=

b


2

，AN



=

c


+d


2

と表せる。
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P X≧41=0.5−0.3944

=0.1056 ( )

� 無作為に選ばれた 9個のお菓子の重さを表す確率

変数を X

，X


，…，X


とすると，X


，X


，…，

X

は独立であるから，平均と分散について

平均 E X

=E X


=…=E X


=35

分散 V X

=V X


=…=V X


=4.8



=23.04

が成り立つ。このとき

Y=X

+X


+…+X


+10

であるから，Y の平均は

E Y =E X

+E X


+…+E X


+10

=35⋅9+10

=325.0

Y の分散は

V Y =V Y

+V Y


+…+V Y




=4.8



⋅9=207.36

Y の標準偏差は

σ Y = 4.8


⋅9=4.8⋅3=14.4

⑵� 無作為に選ばれたお菓子 100個の重さの標本平均

X は 38 であり，母標準偏差 σ は 4.8 であるから，

母平均mに対する信頼度 95％の信頼区間は

38−1.96⋅

4.8

 100

≦m≦38+1.96⋅

4.8

 100

38−0.9408≦m≦38+0.9408

37.0592≦m≦38.9408

よって

37.06≦m≦38.94 ( )

� 帰無仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1 個の

重さの母平均 m は，工場 B の平均と同じである」

すなわち

｢mは 37である」( )

とし，対立仮説を「工場 A で生産されるお菓子 1

個の重さの母平均 m は，工場 B の平均と異なる」

すなわち

｢mは 37ではない」( )

とする。

帰無仮説が正しいとすると，標本平均 X は

平均 37，標準偏差
4.8

 100

=0.48 ( ， )

の正規分布に従うので，確率変数 U を

U=

X−37

0.48

とおくと，U は標準正規分布 N 0，1に従う。

正規分布表より

P U ≦1.96≒2⋅0.4750=0.95 ( )

であるから，有意水準 5％の棄却域は U >1.96 で

ある。

X=38のとき

U=

38−37

0.48

=

1

0.48

≒2.08

であり，U≒2.08 は棄却域に入るから，帰無仮説は

棄却される。( )

よって，工場 A で生産されるお菓子 1 個の重さの

母平均は，工場 Bの平均と異なるといえる。( )

第 6問 (数学 C ベクトル) 【難易度…★★】

⑴ A

B

D

C

M

N

AB



=b


，AC



=c


，AD



=d


とおく。四面体 ABCD は

1辺の長さが kの正四面体より


b



=


c



=


d



=k

であり

AB



⋅AC



=


b



c



cos∠BAC

=k⋅k⋅cos60°

=

k

2

である。同様にすると

AC



⋅AD



=


c



d



cos∠CAD=

k

2

AD



⋅AB



=


d



b



cos∠BAD=

k

2

である。また，点 M，N はそれぞれ辺 AB，CD の中

点であるから

AM



=

b


2

，AN



=

c


+d


2

と表せる。
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P X≧41=0.5−0.3944

=0.1056 ( )

� 無作為に選ばれた 9個のお菓子の重さを表す確率

変数を X

，X


，…，X


とすると，X


，X


，…，

X

は独立であるから，平均と分散について

平均 E X

=E X


=…=E X


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分散 V X

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
=…=V X


=4.8


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
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
+…+X


+10
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
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
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
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
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
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
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
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
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X は 38 であり，母標準偏差 σ は 4.8 であるから，
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38−1.96⋅

4.8
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≦m≦38+1.96⋅

4.8

 100

38−0.9408≦m≦38+0.9408
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=0.48 ( ， )

の正規分布に従うので，確率変数 U を

U=

X−37

0.48

とおくと，U は標準正規分布 N 0，1に従う。

正規分布表より

P U ≦1.96≒2⋅0.4750=0.95 ( )

であるから，有意水準 5％の棄却域は U >1.96 で

ある。

X=38のとき

U=

38−37

0.48

=

1

0.48

≒2.08

であり，U≒2.08 は棄却域に入るから，帰無仮説は

棄却される。( )

よって，工場 A で生産されるお菓子 1 個の重さの

母平均は，工場 Bの平均と異なるといえる。( )

第 6問 (数学 C ベクトル) 【難易度…★★】

⑴ A

B

D

C

M

N

AB



=b


，AC



=c


，AD



=d


とおく。四面体 ABCD は

1辺の長さが kの正四面体より


b



=


c



=


d



=k

であり

AB



⋅AC



=


b



c



cos∠BAC

=k⋅k⋅cos60°

=

k

2

である。同様にすると

AC



⋅AD



=


c



d



cos∠CAD=

k

2

AD



⋅AB



=


d



b



cos∠BAD=

k

2

である。また，点 M，N はそれぞれ辺 AB，CD の中

点であるから

AM



=

b


2

，AN



=

c


+d


2

と表せる。
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AB



⋅CD



=AB



⋅


AD



−AC





=b


⋅


d


−c




=

k

2

−

k

2

=0

である。また

MN



⋅AB



=


AN



−AM




⋅AB



=

c


+d


−b


2

⋅b


=

k

4

+

k

4

−

k

2

=0

MN



⋅CD



=


AN



−AM




⋅


AD



−AC





=

c


+d


−b


2

⋅


d


−c




=

1

2



d






−


c







−

1

2


b


⋅d


−b


⋅c




=

1

2

k

−k

−

1

2 

k

2

−

k

2 

=0

である。また


MN







=



c


+d


−b


2 



=

1

4



c






+


d






+


b






+2c


⋅d


−2d


⋅b


−2b


⋅c




=

k

2

∴


MN




=

 2

2

k

である。

(注) △NABはAN=NBの二等辺三角形であり，

AM=MBよりMN⊥ABである。よって，

MN



⋅AB



=0である。

同様にすると，△MCD は CM=MD の二等辺三角形

であり，CN=ND より MN⊥CD である。よって，

MN



⋅CD



=0である。

また，直角三角形 AMN において，三平方の定理を

用いると

MN= AN



−AM



=

 

 3

2

k




−



k

2




=

 2

2

k

とすることもできる。

⑵

A

B
C

D

M

N

m

OE



=0，0，6

p


=−1，2，−1，q


=1，1，1

より


p



= −1



+2



+−1



= 6


q



= 1



+1



+1



= 3

OE



⋅p


=0⋅−1+0⋅2+6⋅−1=−6

OE



⋅q


=0⋅1+0⋅1+6⋅1=6

p


⋅q


=−1⋅1+2⋅1+−1⋅1=0

である。

点M，Nはそれぞれ ℓ，m上にあるから

OM



=sp


，ON



=OE



+tq


……①

∴ MN



=ON



−OM



=OE



+tq


−sp


と表せる。

また，p


⫽AB



，MN



⊥AB



より

MN



⊥p


∴ MN



⋅p


=0

であり，q


⫽CD



，MN



⊥CD



より

MN



⊥q


∴ MN



⋅q


=0

である。ここで

MN



⋅p


=


OE



+tq


−sp



⋅p



=OE



⋅p


+tp


⋅q


−s

p






=−6−6s

MN



⋅q


=


OE



+tq


−sp



⋅q


=OE



⋅q


+t

q






−sp


⋅q


=6+3t

であるから



−6−6s=0

6+3t=0

∴ s=−1，t=−2

である。よって，①より
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AB



⋅CD



=AB



⋅


AD



−AC





=b


⋅


d


−c




=

k

2

−

k

2

=0

である。また

MN



⋅AB



=


AN



−AM




⋅AB



=

c


+d


−b


2

⋅b


=

k

4

+

k

4

−

k

2

=0

MN



⋅CD



=


AN



−AM




⋅


AD



−AC





=

c


+d


−b


2

⋅


d


−c




=

1

2



d






−


c







−

1

2


b


⋅d


−b


⋅c




=

1

2

k

−k

−

1

2 

k

2

−

k

2 

=0

である。また


MN







=



c


+d


−b


2 



=

1

4



c






+


d






+


b






+2c


⋅d


−2d


⋅b


−2b


⋅c




=

k

2

∴


MN




=

 2

2

k

である。

(注) △NABはAN=NBの二等辺三角形であり，

AM=MBよりMN⊥ABである。よって，

MN



⋅AB



=0である。

同様にすると，△MCD は CM=MD の二等辺三角形

であり，CN=ND より MN⊥CD である。よって，

MN



⋅CD



=0である。

また，直角三角形 AMN において，三平方の定理を

用いると

MN= AN



−AM



=

 

 3

2

k




−



k

2




=

 2

2

k

とすることもできる。

⑵

A

B
C

D

M

N

m

OE



=0，0，6

p


=−1，2，−1，q


=1，1，1

より


p



= −1



+2



+−1



= 6


q



= 1



+1



+1



= 3

OE



⋅p


=0⋅−1+0⋅2+6⋅−1=−6

OE



⋅q


=0⋅1+0⋅1+6⋅1=6

p


⋅q


=−1⋅1+2⋅1+−1⋅1=0

である。

点M，Nはそれぞれ ℓ，m上にあるから

OM



=sp


，ON



=OE



+tq


……①

∴ MN



=ON



−OM



=OE



+tq


−sp


と表せる。

また，p


⫽AB



，MN



⊥AB



より

MN



⊥p


∴ MN



⋅p


=0

であり，q


⫽CD



，MN



⊥CD



より

MN



⊥q


∴ MN



⋅q


=0

である。ここで

MN



⋅p


=


OE



+tq


−sp



⋅p



=OE



⋅p


+tp


⋅q


−s

p






=−6−6s

MN



⋅q


=


OE



+tq


−sp



⋅q


=OE



⋅q


+t

q






−sp


⋅q


=6+3t

であるから



−6−6s=0

6+3t=0

∴ s=−1，t=−2

である。よって，①より
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AB



⋅CD



=AB



⋅


AD



−AC





=b


⋅


d


−c




=

k

2

−

k

2

=0

である。また

MN



⋅AB



=


AN



−AM




⋅AB



=

c


+d


−b


2

⋅b


=

k

4

+

k

4

−
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=0

MN
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⋅CD
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=


AN



−AM




⋅


AD



−AC





=

c


+d


−b


2

⋅


d

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



=
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
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





−


c







−

1

2


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

⋅d


−b


⋅c




=

1

2

k

−k

−

1

2 

k

2

−

k

2 

=0

である。また


MN







=



c


+d


−b


2 



=

1

4



c






+


d






+


b






+2c


⋅d


−2d


⋅b


−2b


⋅c




=

k

2

∴


MN




=

 2

2

k

である。

(注) △NABはAN=NBの二等辺三角形であり，

AM=MBよりMN⊥ABである。よって，

MN



⋅AB



=0である。

同様にすると，△MCD は CM=MD の二等辺三角形

であり，CN=ND より MN⊥CD である。よって，

MN



⋅CD



=0である。

また，直角三角形 AMN において，三平方の定理を

用いると

MN= AN



−AM



=

 

 3

2

k




−



k

2




=

 2

2

k

とすることもできる。

⑵

A

B
C

D

M

N

m

OE



=0，0，6

p


=−1，2，−1，q


=1，1，1

より


p



= −1



+2



+−1



= 6


q



= 1



+1



+1



= 3

OE



⋅p


=0⋅−1+0⋅2+6⋅−1=−6

OE



⋅q


=0⋅1+0⋅1+6⋅1=6

p


⋅q


=−1⋅1+2⋅1+−1⋅1=0

である。

点M，Nはそれぞれ ℓ，m上にあるから

OM



=sp


，ON



=OE



+tq


……①

∴ MN



=ON



−OM



=OE



+tq


−sp


と表せる。

また，p


⫽AB



，MN



⊥AB



より

MN



⊥p


∴ MN



⋅p


=0

であり，q


⫽CD



，MN



⊥CD



より

MN



⊥q


∴ MN



⋅q


=0

である。ここで

MN



⋅p


=


OE



+tq


−sp



⋅p



=OE



⋅p


+tp


⋅q


−s

p






=−6−6s

MN



⋅q


=


OE



+tq


−sp



⋅q


=OE



⋅q


+t

q






−sp


⋅q


=6+3t

であるから



−6−6s=0

6+3t=0

∴ s=−1，t=−2

である。よって，①より
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AB



⋅CD



=AB



⋅


AD



−AC





=b


⋅


d


−c




=

k

2

−

k

2

=0

である。また

MN



⋅AB



=


AN



−AM




⋅AB



=

c


+d


−b


2

⋅b


=

k

4

+

k

4

−

k

2

=0

MN



⋅CD



=


AN



−AM




⋅


AD



−AC





=

c


+d


−b


2

⋅


d


−c




=

1

2



d






−


c







−

1

2


b


⋅d


−b


⋅c




=

1

2

k

−k

−

1

2 

k

2

−

k

2 

=0

である。また


MN







=



c


+d


−b


2 



=

1

4



c






+


d






+


b






+2c


⋅d


−2d


⋅b


−2b


⋅c




=

k

2

∴


MN




=

 2

2

k

である。

(注) △NABはAN=NBの二等辺三角形であり，

AM=MBよりMN⊥ABである。よって，

MN



⋅AB



=0である。

同様にすると，△MCD は CM=MD の二等辺三角形

であり，CN=ND より MN⊥CD である。よって，

MN



⋅CD



=0である。

また，直角三角形 AMN において，三平方の定理を

用いると

MN= AN



−AM



=

 

 3

2

k




−



k

2




=

 2

2

k

とすることもできる。

⑵

A

B
C

D

M

N

m

OE



=0，0，6

p


=−1，2，−1，q


=1，1，1

より


p



= −1



+2



+−1



= 6


q



= 1



+1



+1



= 3

OE



⋅p


=0⋅−1+0⋅2+6⋅−1=−6

OE



⋅q


=0⋅1+0⋅1+6⋅1=6

p


⋅q


=−1⋅1+2⋅1+−1⋅1=0

である。

点M，Nはそれぞれ ℓ，m上にあるから

OM



=sp


，ON



=OE



+tq


……①

∴ MN



=ON



−OM



=OE



+tq


−sp


と表せる。

また，p


⫽AB



，MN



⊥AB



より

MN



⊥p


∴ MN



⋅p


=0

であり，q


⫽CD



，MN



⊥CD



より

MN



⊥q


∴ MN



⋅q


=0

である。ここで

MN



⋅p


=


OE



+tq


−sp



⋅p



=OE



⋅p


+tp


⋅q


−s

p






=−6−6s

MN



⋅q


=


OE



+tq


−sp



⋅q


=OE



⋅q


+t

q






−sp


⋅q


=6+3t

であるから



−6−6s=0

6+3t=0

∴ s=−1，t=−2

である。よって，①より
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